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第 1章緒言並に文献
腸内菌叢の研究は 1886年 Escherichが晴乳児腸内に於て， 大腸菌の分離培養の成巧に端
を発L，其後諸学者が栢継で多数の業績を発表した。 
~rp々分娩直後の初生児は原則として無菌であって，通常分娩後 10""17時間で， 稀には 3---4
時間で胎便中に細菌を証明出来るO
即ち初生児に於ては， B. bifidusが99μ を占め (Cruid王shank1925)，次では Entero-
kokken，Gram-negative Coli-form bacilli (Tissier and Dreyfus 1925)が認められ，共
他少数の B.Coli，B. lactis aerogenes，B. acidophilus等を認めるO 叉人工栄養初生児に
於ては B.bifidusの他 B.acidophilusも多数に見出されるo (Tissier 1900) 
健康小児 4 5才に於ては B.bi五dus及び B.Coli，Enter叫 mkken，B. acidophilus等"，， 
を一定基礎的細菌種として認めるo (Tissier 1908) そして年令の増加に従って細菌数増加し
て，成人で、は回答々一定の細菌種を保有するO
健健成人の細菌種に就いては， Nissleは B.Coli，B. lactis aero~enes鳥， En此吐1ter 
Staphylokok{ken叫， 白 B. acidophi1 Gelatin veflufsigende Keime等を見ると云ひ，王 1 Hefe， us， 
Kunstner vこ↑衣オufB. Coli，B. lactis aerogenes，B. proteus，B. subtilis，aerobic bacilli， 
Micrococcus，Vibrionen，Hefe，Spirochaeten，Pilz等を検出すると云ふ。
嫌気性菌種に羽目、ては， Distaso及び Debeno (1911~1912)が無芽胞性嫌気性菌として， 
B. multiformis以下 13菌種を，有芽胞性嫌気性菌として， B. Sporogenes以下 12菌種を
報告した。
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1934年当教室藤川氏は1.5μ血清加肝臓寒天混合培養法を用いて嫌気a性菌を分離して，その
詳細な研究を行って之を 4群に分類した。叉，健康成人にあっては，無芽胞性{骨l企嫌気性菌が 
90%以上を占め， B. Welchiiは極めて少く， 通性嫌気性菌及び好気性菌は全細菌の 10%以
下に過ぎないと報告した。
次に腸内菌叢の変化に創刊、て文献を検索すれば， Adamは各種細菌は或る一定栄養物質の
一定量，最適水素イオン濃度及び腸管機能の状態に関係して増減すると述べて居る O 
Torreyは食物の化学的組成即ち其の分解産物が各種細菌の新陳代謝に利用される程度の相
異，食物の消化と吸収の関係，残序する食物の減少する速度と程度，各種腸内細菌相互の拾抗
作用と共棲作用との関係等に依ると云う。 
Cannon及び Mc.Neaseは腸内菌叢の変化は，腸の吸収分泌作用， !腸の運動， 食餌， 水
素イオン濃度等に関係して起り，生理的状態に於いては食餌の化学的性状が主要な影響を及ぼ
すと述べて居るO 
Dudgeonに依ると，食物は腸内菌叢を調節する主要な因子であって，腸内細菌種は大部分
経口的に侵入する細菌数に依って支配され，而も食物内にそ子在する物質が腸管内に存在する或
る種の細菌の発育を助勢叉は阻止する事に依って調節されると云う。
更に Goldmannは多くの研究者の得た結果から，腸内菌叢に影響する条件として， 1)乳 
B誌の反応， 2)胃液中の遊離塩酸の制 l:作用， 3)腸の嬬動， 4)腸の分泌作用及び腸粘膜の細
菌に対する殺菌性或は保護性作用， 5)腸内細菌の侵入菌に対する拾抗作用， 6)食餌・の量及び
性質， 7)咽頭，胃，口腔の局所伝染等を挙げて居るO 叉 Rettger，Cheplin，Hull，Arnold， 
Kendall，Cruic1assbank，Kessel，Goldmann等の報告に依ると， 食餌・に一定の変化がなけ
れば仮令経口的に腸内細菌を摂取させても，腸内菌叢は著しい変化を来さないと述べて居るO
以上の諸学者の報告から， 腸内菌叢のー変化には食餌が最も重要な因子である事が推察され
るO
腸内菌叢と食餌の関係に創刊、ての実験を 2，3述べて見ると， 1908年 Tissierは，肉食の時
は 50%，混合食の時は 70%，菜食の時は 80%に Bifidus菌を検出し， Sittlerも乳糖を食餌
に添加する事に依って Bifidus菌が著しく増加する事を認めた。
更に 1923年 Arnold，Korando u. Kyanは一般に含水炭素偏重食餌の時は， 腸内菌叢中
に Acidophi1us及び Bifidus菌の増加を認め， 同様の事は Hudson，Torrey，Kassel， 
Schieblich等も実験して居る。
近くは 1932年 Arnold，Korando u. Kyanも澱粉，1tR糖，バナナ粉等の各添加食に依っ
て大腸菌の減少と， Gram 陽性菌の増加を述べ， Gerstley'， Howell a. NageIは乳糖添加食
に依って Gram陽性梓菌の増加を認めた。
以上諸家の報告は含水茨素偏食の場合 Bifidus菌が増加する事に一致Lて居るO
叉 Torreyand Montu (1931)は人間に於いて肉偏食を試みた所，全菌含有量は念激に減
少して混食時の約半量となり， B. Welchiiは非常に増加すると報告した。向 1年間偏食を継
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続した所， B. Welchiiは一定度以上は増加しないで寧ろ減少傾向があると。叉 B..Coliは多
少減少するが Acidophilus，Enterokokkenは極めて減少したと述べて居るO
次に種々疾患の際に於ける腸内菌叢の変化に創刊、て，文献を探索すると，乳児のそれに就い
ては多数あるが成人の場合に就し、てはその数は少し、。
即ち乳児の消化不良症， 腸炎等に於ける腸内菌叢の変化に就いては， 1908年 Sittlerは軽
度の消化不良症に於て Gram陽性菌の著明な増加を認め， 1913年 Schmitzは腸炎に際し 
Enterokokkenの増加を報告した。
其の他 1934年森岡氏は腸管外伝染に依る母乳栄養消化不良症の糞便中細菌は， 区々であっ
て健康児便と大差は無いが，慢性症にて治癒傾向の少し、者では大腸菌族が著明に増加して，乳
酸菌は減少すると述べた。
叉 1938年田川氏は，乳児下痢症に於て薦糖分解性大腸菌が増加する事を認めた。 
1941年松井氏は消化不良症に於いて，偏佐嫌気J陛菌が減少し，通'l全嫌気佐菌が増加し，全性
症より慢性症に於いて其の程度が幸子|児である事を認めた
成人の場合に就ては， .1930年 Nissleが慢性便秘症，消化不良症及び腸炎に於いて研究し， 
1936年長内氏， 1938年吉中氏が下痢及び便秘に於ける腸内菌叢の統計的研究を，それぞれ好
気性培養法と嫌気性培養法に依って行った。即ち，長内氏は B.CoIiが減少し， Enterokokkeri 
が増加する事を認め，吉中氏は B.bifidus，B. tortuosusが減少する事を認めた。
而るに，近時結核菌に対する抗生物質が発見されるに至って，之等抗生物質の投与に依る結
核患者の腸内菌叢の変化に掛川、て，研究が行われる様になった。
即ち， 1949年片桐氏は Streptomycin投与に依り，第 2日にして pHの低下， B. Coliの
減少， Enterokokkenの増加が見られたが， 1週間後には投与前の状態に復帰したと述べて
居るO 
1950年永井氏は，腸結核患者に Streptomycinを注射しても，糞便中の大腸菌の消長には
著明の影響は認められないと報告した。
叉， 1950年足立，宮坂，織田氏等は，腸結核患者の Streptomycin療法に依る症状の好転
或は不変悪化と，大腸菌数の消長は或は平行し，.或は平行しないと報告した。
上述の他に腸内菌叢に関する内外諸学者の業績は，多数あって枚挙に遣がなし、。
我が千葉大学衛生学教室に於いても， 30年来腸内菌叢の組織的綜合的研究が続けられて来
た。今般，筆者は谷川教授の命に依り，全身状態の悪化と腸内菌叢の変化との関係に掛川、て，
重症結核患者を対象として実験を試みたので、其の成績を設に報告し，大方の批判を乞う次第で
あるO
第 2章実験材奇耕 即ち，何を標準として重症とするかと云えば，筆
第1節被験者 岩は局所の病~よりも全身状態に重点を置いて，被
被験者としては，国立千葉療養所の重症病棟に入 験者を選摂した。故に，被験者の総べてが発熱，血
所して居る結核患者の中から，抗生物質を使用して 洗促進，食欲不振，睡眠不良等と全身状態が極めて
居ない者を選んだ。 悪化して，悪液質様状態に陥入って居る結核患者で
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ある。〔第1表参照〕 例の上記条件に適合せる結核患者を獲得し得たに過
叉，抗生物質の影響を避ける為に，実験前3ヶ月 ぎなかった。
以内にストレプトマイシン，ノξス，ティピオン，を 第 2節被験者の食餌
使用せる者，現に使用中の者は実験の対照から除い 代表的献立表を示すと第2表の進りである。
た。従って適当な被験者が少く一年有余にして 18
第 1表
略「ガ¥ 食』性年
フ 体 温 使 通日民睡入所年月 血沈R問値J与¥J発病年月 キ (最低→最高〉 欲別令 f英¥1J 
S仁15l二 通6/925 36.5 →37.55 不 良昭和120年10月昭和12年 7月36 合A 
主日主二 通金日色 通9/942 .437→36.662. 10 14. 10 30 合B 
=宣日伝 通 主Iヨ 通主8/941 37.0 →37.821. 4 915. 333 合C 
企目f己 通5/94 91 36.5 →38.0 不 良21. 1018. 431 合D 
コTミ 良4/967 36.8 →38.0 下 ifu625. 62. 10 36 合E 
4/9 不 良 {更 r見105 36.5 →37.8924. 323. 3F 32 合 
泣日王5三E1fz 通l9/936.3-争37.0192 JI1i26. 10 16. 8 

6 

29 合G 
d使 秘/fミ 良4/968 36.8 →37.826. 924. 6日 56 合 
ご占日ft 通主日主 通8/990 37.0 →38.0524. 423. 432 合I 
主日主 通コTミ 良6/912 36.5 →37.3621. 219. 10 34 合J 
1日ft 通6/936.4→37.23 72 不 良25. 524. 12 32 合K 
主E主不 良 ヨ 通8/94 36.4→38.28025. 723. 12 23 合L 
主日主 通 下 話司8/936.5 37.5 ・→ 2 2926. 618. 929 合M 
主日主 通2/9 不 良37.0 →38.840516. 215. 435 合N 
主日主 7亘4/936.5 →37.5 普 通5 882. 10 。 20. 467 ♀ 
ま目色 通不 良6/937.0 →38.53 5027. 423. 540 ♀P 
三日回ドL 通不 良36.8ー争 38.5 8/95 10027. 425. 622 ♀Q 
立日f己 通 主日主 通8/936.5 ~37.52 162. 12 2. 10 R 30 I♀ 
ハ-
体温は実験前日の最低，最高体温を表はす。 1. 註
2. 食欲はー食を完全に食した時は3/3とし，一日三食で 9/9とする。
食べ残した時はその分量に依り， 2/3或は 1/3，叉は 0/3として三食分を合算する。
第 2表献立表 
11月 13日 f 11月 14日
朝 昼 タ 朝 昼 タ
米 味噌汁
食 ノ、 ム
ノξ サラ !J.
ユ/牛乳
米
飯
卯の花紗り
味噌汁
漬 物
米 味噌汁
米 ひじき煮付
けんちん汁
飯 漬物，牛乳
米
飯
魚生萎焼
おろし和え
味噌汁
飯 漬 物
う天ぷ ら 米
ど 汁ゃくみ
ん 牛 手L飯 
卯の花ゆり
味噌汁
t、-貝，_. 物
飯 漬 物
米 ひじき煮付
けんちん汁
飯 漬物，牛乳
米
飯
豚肉野菜煮
おろし和え
味噌汁
ニノペtニ、『
味 噌汁
野5梅 干
，ゴ^-ニ はんべん煮付
お浸 し
辞5午 乳
，吐ノtエ. 魚そぼろ
大根煮付
粥 味噌汁
L，ゴ¥二
味噌汁
野5ねり味噌
，土ノ九 豆腐あんかけ
白菜胡麻和え
引:~ 午 乳
，!_吐九二 魚 塩焼
薯白煮
味噌汁
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11月 16日11月 15日 
朝 昼 タ朝 昼 タ
コロッケ米 豚肉野菜煮 米
鱈見布汁 茄きゃべっ味噌汁米
飯 飯 味噌汁牛 乳
うづら豆
-)jと米 豚肉野菜煮 Js 焼
飯 鱈昆布汁 お浸し梅 千
飯 飯牛 乳 味噌汁
a
食
米 味噌汁ノ、 砂糖おろし
牛 乳飯味噌汁
汁，ゃくみ米魚塩焼
飯 お浸し おろし
牛 乳飯味噌汁
Jτへと、
味噌汁
/吐九ニ事長の煮付 ，立ノ¥二煮 魚
サ フ !J お浸し
引司 梅 干 粥 牛 手L排5味噌汁 
ノ吐ヘ二「 オムレヅEニノ 豚肉野菜煮、吐ノヘユ味噌汁
きゃべっうづら豆 里芋煮付
排日 牛 手L時4味噌汁誹5梅 干
11月 17日 11月 18日
朝 昼 タ
米 大根そぼろ煮 米 魚空揚
米 味噌汁
飯
漬
午
物
乳 飯
お浸し
味噌汁
飯 卵味噌
米 大根そぼろ煮 米
漬 物
飯 午 手L飯
煮 魚
お浸し
味噌汁
/土ヘ、 、味噌汁 
幹。 卵味噌
aノ士¥二豚味っ泊肉妙噌きゃ漬べ 〆土に
牛 手L|粥
魚塩焼
薯白煮
味噌汁
朝 昼 タ
金 豚つ沙fきやベF肉由妙 米焼 ~， 
ノ¥。 糖米 味漬汁味噌汁
ミノ 牛 乳飯白菜漬
汁，ゃくみ 米 焼 魚
漬 物 味噌汁飯 ど 薯空揚
飯ん 牛 乳 白菜漬
吐K 魚煮、'3:メ二i'3:ノL JA二 卵入妙豆腐味噌汁 
きゃべっ油妙、 お浸し
梅 干 乳牛:5現， 味噌汁粥
二. 
第 3章実験方法
被験者の摂取食餌に依る腸内菌叢の愛化を可及的
に避ける為に， 7日から 10日位の間隔で前後3回実
験を行った。そしてその平均値を以って，その被験
者の腸内菌叢の比率とした。
第 1節材料の採取
実験前日に予め各被験者に乾熱減菌(1600C30 
分〉した大シヤ[レを渡しておき，翌朝それに排便
させて之を実験に供した。而して培養試験の採作
は，排便後約 3時間以内に終了する様に，可及的速
かに行った。
第 2節実験順序及び培養方法
先ず、糞便の充分な肉眼的観察を行った後，材料の
中心部より大白金耳で小豆粒大を取り，之を予め減
菌した生理的食塩水 10cc入り試験管内で完全な 
Emulsionとする。(此の生理的食塩水は，乾熱誠
菌した中試験管に減菌生理的食塩水を 10、cc宛被菌
ピペットで分注した後i更に高圧減菌したものであ
る。以下の生食水も同様である。〉
之を No.1(原液〉と L，之を 1ccピペットで 5
滴第2の 10cc生理的食塩水に混じて No.2とす
る。 No.2の1ccを第3の10cc入り生理的食塩水
に混じて No.3とし，更に之の 1ccを No.4に混
じた。
次に原液にて東洋櫨紙株式会社製水素イオン濃度
試験紙 B.T.B.を用いて， 水素イオン濃度を測定
した。
叉，次し、で裁物硝子に原液を塗布して， Gram染
色を成して顕徴鏡的検査を行った。
次いで， No. 2，No. 3，.No. 4，を培養試験に供し
た。即ち，培養基として 4種の培地を使用し，その
塗布方法は次の通りである。 
(1) 2%葡萄糖寒天培地には No.2，No. 3を，
く2) 逮藤培地には No.2，No. 3を， 
(3) 薦糖培地にも No.2，No.3を， 
(4) 2%葡萄糖血液寒天培地には No.3，No. 4， 
を，各々シャーレ 3枚 1組として塗抹した。
而してその塗抹方法は，各稀釈液より大白金耳に
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て 10 seをとり，之を各々別のコソラ{ジ氏硝子
棒で数十四塗抹した。
以上の様に操作培議すれば， 1シャーレに平均40 
第 I回 
CBJ 第E回 
第m回 
26年 9月 11日 
26年 10月 23日
26年 11月 1日 
~100 個の Colonie を得る事が出来る。 ~I 工 宜 m 
(1)，(2)，(3)，の 3者は好気性に培養し， (4)は
黄燐燃焼法に依る嫌気性培養をいづれも 370 Cにて
行った。
向，糞便中結核菌の分離培養は，本研究の目的か
ら特に重要でなく且つ優秀な分離法を見出し得なか
ったので，今回は省略して他の機会に譲った。然し
林 (1943年〉に依れば『各種分離培養法を併用する
時は，開放性結核患者にては 100%に糞便中に結核
菌を証明する』と云う。
牒硬円指色使状大禍柱指印時日廿士黒硬円抵泡便状大株ぷ柱指
問硬円据
沢度状さ 
RR

色硬形太 
ι ι ι
組使状大成柱指印叶廿土
両氏 m n
廿冊土EKE
第 3節培養基 第I回 26年 '9月18日 
1) 2%葡萄糖寒天培地 (CJ 第E回 26年 10月23日
中性普通寒天培議基に 2%の割合に葡萄糖を加 第E回 26年 11月 1日
えた培地である。 I E E 
2) 遠藤培地 ミ三=1 色使状大褐形柱指黄有円据色使状大褐柱指寅硬円揖色便状大褐形柱掠黄有円中沢度状さ色硬形太
此の処方，製法は成語に記載の通りである。 
3) 熊糖培地
遠藤培地の乳糖の代りに廉糖を用し、たもので，
他の処方及び製法は全く同様である。 pH 6.8 6.6
ω
冊 
廿 +H
の 2%葡萄糖加血液寒天培地 G.N.B. +十 + 

山羊脱線維血液を 2ccシャーレに取り，それに G.P.K. 世 冊 
溶解した後約 50'OCに冷却した 2%葡萄糖寒天を G. P. B. + 
傾注し，静かに血液と寒天を混じて作製した。
第 4章実験成績 第 I回 26年 10月 2日 
第 1節糞便所見(第3表〉 (Dユ第E回 26年 11月 1日
第 1項肉眼的観察 第m回 26年 11月 14日 
色沢，硬度，形状，太さ，消化を観察した。 ~~ E m 
色便状大褐形柱指寅有円相掛色使状大褐形柱指黒有円指色使状大褐形柱指黒有円中沢度状さ色硬形太
第3表 糞便所見
第 E回 26年 9月 11 1= 
rAJ 第E回 26年 10月 23日
第五I回 26年 11月 1日 尚氏ι ι ιaka
RR
ω
冊骨
ω
世+
ω
冊品川士
以下省略
第 2噴水素イオシ濃度
既述の方法で pHを測定した。同一被験者の糞{廷
I E 1I~I 
褐色便状大'形柱指
甘
廿 
寅帯有円指
mm
色便状大
褐形柱指
黄有円揖
色便状大
褐形柱指
黄有円揖
沢度状さ
色硬形太 
H
pH 7.0
ω
川計品
μ +  
G.N.B. 冊
でも， 時に依って pHの愛動が大きいが， 総て 7.2G.P.K. 十時
G. P. B. ~6.2 の聞の値を示した。
平均は 6.67であってや L酸性を示した。
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第 3項顕徴鏡的観察
原液の塗抹標本にグラム染色を施して鏡検した。
勿論，之は培養所見と必ずしも一致しなし、。叉菌叢
の実体そのま与を現わすとは限らないが，糞便菌叢
の一般的趨勢を知るのに便である。
即ち， グラム陰性樗菌が最多数を占め，次でグラ
ム陽性球菌が多く， グラム陽性樗菌は最も少く発見
出来ない例も多し、。
筆者は菌の数量的関係を，便宜上次の如く記載し
た。
1tI十 全視野中の大部を占める場合
全視野中の半分以上を占める場合*十 
# 全視野中の約半分を占める場合 
+全視野中 7，8発見される場合
士全視野中 1，2発見しやふ疑はしい場合
全視野中全〈発見されない場合
第 2節培養成績
既述(第3章第2節〉の如く，塗抹培養したシャ
{レは，好気性培養では 24時間後及び 48時間後に，
嫌気性培養では 5及至 7日後に観察した。即ち 50--
100個のコロニ{の発生したシヤ{レを選んで，各
コロニ戸の大さ，形状，厚さ，色沢，透明度，周辺
の状態等を詳細に観察し，同一性状のコロニ戸は同
ー菌種として計数した後，各代表的コロニ戸より鈎
菌してグラム染色並びにチ ~l1-.単染色の塗抹標本 2
枚を作った。叉，好気性培養のものは普通寒天斜面 
に，嫌気性培養のものは肝片肝臓プイヨシに純培
養した。之等の保存菌株は後に生物学的性状検査に
用いた。
向，嫌気性培養の場合の偏性，通性の決定は，コ
ロニーを計数した後釣菌し， 2%葡萄糖血液寒天培
地に車軸状に塗抹して，ーは好気性に，ーは嫌気
性に再培養する。好気性のものは 24時間後に，嫌
気性のものは 3--4日後に菌の発育の有無を確かめ
る。そして両者に菌が発育すれば通性嫌気性菌であ 
り，後者にのみ発育すれば偏性嫌気性菌であると定 
めた。
菌種決定はコロニ{の性状，グラム染色，菌の形
態に依り成書に基いて行った。生物学的性状はその
参考とした。
而して，既述の如く同一被験者に就いて， 7乃至
10日の間隔を以Jて前後3回探便実験して，その平均
値を共の被験者の菌叢の比率とした。
くA)2%葡萄糖寒天培地 
1.大腸菌族 ColiGruppe 
長径 1--31'"横径約 0.5[1の中等大両端鈍円の樗菌
でグラム陰性である。芽胞，爽膜は形成しなし、。通
常鞭毛を有し運動を行う。
集落は灰白色乃至白色で不透明，扇平非薄周辺不
整なるものと，正円形精々半球状に膨隆するものが
ある。表面徴細構造を有するものが多いが，時に表
面平滑なものもある。
発育は非常に良好で 24時間培養で 3--5mmの
集落を造る。
グラチシを液化しなし、。イシド{ノLを産生L，牛
乳を凝固し，ラグムスモルケを赤~L，硫化水素を
産生する。 
2.腸球菌 Enterokokken
大小不同 (0.8--2[.1.)の稿々 楕円形の球菌で，主に
双球状を成 L，グラム陽性である。
集落は一般に小さく，灰白色乃至無色，正円形膨
隆，時に扇平で，表面は滑沢，時に粗であり，多く
は不透明であるが，時に半透明叉は透明に近いもの
がある。要するに本菌の集落は非常に多種多様であ
る。 
発育は割に良好で 24時間で 0.8--1.5mmの集落
を造る。
ゲラチンを液化しない。イシド{ノLの産生なし。
牛乳を凝固し，ラグムス乳清を赤愛し，硫化水素を
産生する。
3.瞳酸樗菌 B.acidophi1us 
長径 1.5~6.0μ，横径 0.6--0.9μ のグラム陽性の樗
菌で、あって， 時に短い連鎖を成す。(古い培養では
陰性となる事がある〉無芽胞，無爽膜である。
培地上の集落は小さく (0.5--1.0mm)正円形，乳
白色叉は灰白色，不透明，扇平である。一般に発育
悪<48時間後に検査する。
グラチンは液化しなし、。イシドールは産生しない
が，牛乳探固す。
4.葡萄状球菌 StaphyIokokken 
0.8[1位のグラム陽性の球菌で， 主に葡萄状配列
を成している。集落は 0.8--1.5mm，多くは正円形，
半球状隆起，黄色又は灰白，乳白色で表面は滑沢湿
潤である。
生物学的性状は菌株に依って種々である。通常は
グラヂンを液化する。 
5.枯草菌族 Heu-Gruppe
グラム陽性の大樟菌で，芽胞を形成し，連鎖を成
す。
集落は 3--6mm{:立で大きく， 円形或は不正形，
U第 6号 千葉医学会雑誌 
n u広 
辺綾は不整(波状叉は錦、歯状〉で9 白色叉は灰白色， 
不透明，平板上に隆起し，叉は地図状に拡がり，表
面は粗槌である。又は表面滑沢で，白色，半球状に
隆起して居るものもある。
グラチシ液化し，インド~fL，反応陰性，牛乳は凝
固せずペプトン化する。硫化水素を産生する。 
6.其の他
以上5種の菌種以外の菌で，菌種の決定出来ない
もの，或は非常に稀に出現する菌(例ば四連球菌，
Streptokokken等〉を一括して其の他の菌として
記載した。 
(B)遠藤培地，薦糖培地
此の 2種の培地は，主として ColiGruppeの大
勢を知る為に使用した。
遠藤培地に於ては，分解菌はB.Co1i'communis 
及び Communior，非分解菌は Para-ColiGrup_pe 
の比率を示す。 
震糖培地に於ては，分解菌は Communior，非分
解菌は Communisの大体の比率を示すものであ
る。
各種コロニ{に就いて Voges-Proskauer反応
及び Methyl-Red反応を実施して Aerobakterを
'見出した。
(C) 2%葡萄糖血液寒天培地
偏性嫌気性菌の分類は，藤川氏の分類に従って行
った。 
1. 藤川第 I型 (F. 1)B. Variabi1is Distaso 
近似菌
1-'， 0.6~0.8，幅Kokkobazillenグラム陰性の
長さ 1.0~ 1. 5 (.1-で楕円形の球菌の様に見えるが，時
に先端鈍円の梓菌状を成する事がある。菌体は染色
悪<，所々染色して頼粒状となり他の部分は染色し
ない事がある。叉屡々菌休の周囲だけ染色して中心
部が染らぬ事がある。叉両端のみ染色する事もあ
る。
集落は粟粒大，正円形，水滴様透明である。溶血
を示す事はない。
ゲラチシ液化ぜず。インドーノL産生するものと，
しないものあり。ラグムス赤~L 牛乳を顎固する。 
2.藤川第E型 (F.II)B. Peloton今津
グラム陽性の小梓菌で，通常幅 0.5--0.8(.1"長さ 
1.5~2.5 (.1-位で，単独叉は屡々連鎖を形成、ずる。菌
体の両端叉は一端が柏、々膨大して糸佳 (Peloton)
を造る。
集落は直径約 1mm{立，薄白色，円形，柏、々 扇平，
時に中心が高くなって白色味強くなるものもあるの
溶血はしない。 ー
ゲラチン液化せず，イシド{ノL産生はなし、。ラグ
ムス赤震はしないが牛乳を強<(itli回する。 
3.藤川第E型 (F.ID:)B.bifidus 
グラム陽性の梓菌p 大さはl隔 0.5~0.8 l'-，長さ 3~
6(.1-，有頭状，分枝状，単純型の 3型がある。 
コロニーは 0.5~2.0mm の円形で厚< ，白色叉は
赤褐色で，主として軟いが時として硬く脆い事・があ
る。溶血は示さなし、。
ゲラチン液化及びイシドール産生なし。ラグムス
赤~L，牛乳を凝固する。
4.藤川第百型 (F.w)B. tortuosus Debeno 
グラム陽性の惇菌で大さは幅 0.5'(.1-，長さは 4~8 (1-
{立の細長い糸の様な梓菌である。単独で存在する事
は殆んど無く，常に特有の連鎖を形成し槌れた糸の
様に見える。
集落は 1~3mm 位の直径で，辺縁不整s 屑平B 薄
い白色味を呈し，表面は粗槌である。溶血はない。 
ゲラチン液化せず，イシドーノL産生なし。ラグム
スは赤~を示さず，午乳を凝固する。
5. B. Welchii 
グラム陽性，幅 1.0 l'-，長さ 5~10p- 位の大梓菌で，
時に 2個連鎖を成す。グラム陰性のものが混在する
事もある。
集落は 5--8mm位で大きく，正円形又は不正円
形，眉平，表面は粗槌である。色は灰白色であるが，
空気中に放置する時は緑色を帯びて来る。
著明な溶血を示す。
6.其の他
Jj、上の 5菌種に該当しないものを便宜上其の他と
して記載した。
通性嫌気性菌に就いては， (A)噴に於て詳述して
あるので，ま立に於ては省略する。
上述の如くにして得た成績は第4表に示す通りで
ある。
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第4表
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。。 
。。
。。
。。
。。
。。。。
。。。。。。
Coli Gruppe 41.4 64 46.142 34.2 36 62.7フ 
52.951 58.6 37.3Entero. 77 62.6 38ド 
B. acido. 
糖 Staphylo. 
実 Heu Gruppe 0.52 1.6 。|| oOl| 
0.52 1.6天 、二佳 の イ也 
ーノJ 57 100.0 91.344 86.3遠 f、 解 菌 。 。 87.5。 。菌解分ヨド
8.7Aerobak. 7 13.7 12.5藤 
49 100.0 98.851 98.1 98.253薦 分 解 菌 
1 1.21.81 1.9;!p 分 解 菌 。。 。 。 。Aerobak.糖 
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培 I IT E 平均比率
菌 種
実数|比率ω 実数|比率ω 実数|比率仰地 (%) 
偏 IF・工 。 。 。 O' 。 。 。
』性 F.IT 。 。 。 。 。 。 。
ブ 嫌 F.ill 。 。 。 。 。 0・ ，0 
ド ヌt=し2 F. IV 。 。 。 。 。 。 。 
i性 B. Welchii 4 11.4 1 1.7 。 。 4.4 
菌 主 の イ也 。 。 。 。 。 。 。 
f唐 
1 I偏性菌検出率 1.7 。 4.4 
血
液 通 
Coli Gruppe 10 28.6 19 I 32.8 23 45.1 35.5 
'J生 Entero. 15 42.9 36 62.1 21 
41.2 48.7 
実 嫌 B. acido. 。 。 。 。 。 。 。
天
正ヌ二U宝 Staphylo. 。 。 。 。 。 。 。 
j性 Heu Gruppe 2 5.7 。 。 。 。 1.9 
菌 其 の イ也 4 11.4 2 3.4 7 13.7 9.5 
通性菌検出率 I31 I 88.6 I57 I 98.3 j51 I 100.0 95.6 
[FJ 

。。。。

1 2.31 1.02.63Coli Gruppe 
フ 
97.7 98.099.09897.4Entero.ド 111。 。 。 。 43。 。B.acido. 。 。 。 。 。 。糖 Staphylo. 。 。 。 。 。 。実 Heu Gruppe 。 。 。 。 。 。天 主 の 他
、~3ニ塁 100.0 78.635.7100.044分 解 菌 46。 。 。非 分 解 菌 27 64.3 21.4 藤 Aerobak. 。 。 。 。 。 。
。 。 
4 14.8 23.715.4440.711分 解 菌康
23 85.2 75.184.655.615非 分 解 菌 22。 。 。 。3.71Aerobak.糖 
。。
9.03 6.08.9512.03F. 1 偏 。 。 2 4.510.03.6 5t生 F. IT 
フ 。 。 。 。 。 。F.ill嫌 。 。 。 。 。 。F. IVド 気 
』性 。 。 1 2.0 2.01 4.0B.Welchii 
菌 。 。 。 。 6 12.0 4.0主 の {也
糖 
血
偏性菌検出率 16.0 12.5 I15 I 30.0 19.5 
液 i亘 
Coli Gruppe 。 。 。 。 。 。 。
』性 Entero. 21 84.0 49 87.5 35。 。 。 。 。。。。
通性菌検出率 1 21 1 84.0 j49 I 87.5 1 35 ) 70.0 80.5 
70.0 80.5 
寒 嫌 B. acido. 。 。
気 Staphylo. 。 。 。 。 。 。
'J生 Heu Gruppe 。 。 。 。 。 。
菌 主 の イ也 。 。 。 。 。 。
天
2.0 
1.2 
千 葉
医
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(G] 
培 I E E 平均比率菌 麗
実数|比率仰 実数|比率 ω 実数 l比率 ω地 (%) 
フ Coli Gruppe 3 6.0 22 48.9 39 81.3 45.4 
ド Entero. ， 45 90.0 22 48.9 9 18.7 52.5 
B. acido. 。 。 。 。 。 。 。
糖 Staphylo. 2 4.0 1 2.2 。 。 2.1 
実 Heu Gruppe 。 。 。 。 。 。 。
天 立 の 他 。 。 。 。 。 。 。
ユ、よ塁乏コ 分 解 菌 42 100.0 57 100.0 63 100.0 100.0 
~F 分 解 菌 。 。 。 。 。 。 。
藤 Aerobak. 。 。 。 。 。 。 。
葉、 fノ?r 解 菌 。 。 。 。 。 。 。 
~F fノ?r 解 菌 25 100.0 23 100.0 41 100.0 100.0 
糖 Aerobak. 。 。 。 。 。 。 。
イ扇 F. 1 47 61.9 43 64.2 29 80.6 68.9 
i性 F. I. 20 26.3 17 25.4 3 8.3 20.0 
フ 嫌 F. JI 。 。 。 。 。 。 。
ド ヌ正<¥. F. IV 。 。 。 。 。 。 。
性 B. Welchii 。 。 。 。 。 。 。
菌 其 の 他 。 。 G 。 。 。 。
糖 
67 88.2 60 89.6 32 88.9 88.9
{扇性菌検出率
血
Coli Gruppe 
Entero. 
B. acido. 
Staphylo. 
Heu Gruppe 
共 の イ也
。 
。。。。
。
。。。。
9 11.8 
.~、 。。。。
1 
6 。。。。
1.5 
8.9 。。。。
3 
1 。。。。
8.3 
2.8 。 。 。。 
3.3 
7.8
通性嫌気性菌
適性菌検出率 9 11.8 7 10.4 4 11.1 11.1 
(H] 
液
果 、  
天
。。。。
。
。 
。
。。。。
。
。
。
。。。。
。
。
。。。。
。。
。
。
。。。。
。。
。
。
。。。。
。
。
。
。。。。
。
。
。
Coli Gruppe 54.570.2 73 63.5 62.760フ 
4245.5Entero. 45 29.8 36.5 37.350ド 
B. acido. 
糖 Staphylo. 
寒 Heu Gruppe 
天 二位 の 他
、ユニ昼乏ユ 96.9 97.294.7 100.068fノ?r 解 菌 
3 3.1 2.84 5.3~F 分 解 菌 
0，Aerobak.藤 
分 解 菌

~F 分 解 菌
 
震
51 100.0100.0 72 100.0 100.056 
Aerobak.糖 
2.2 
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I培 
菌 種
地 実数|比率 ω 撒|ふ率ぷ 実数|比率 ω
23.020 11 15 21.7偏 
F.ll 1 1.1 22 2.6 2.9企'1
フ 。 。 。 。F. li嫌 。 。 。 。気
 
f 

ド
B. Welchii 
。。F. 。百 。。 。。 。
F. 14.3工 
。 。。 。
I I I I I I 24.偏性菌検出率 21 24.1 13 16.9 17 6 
。 。。 。。 。 
菌 二包 の イ也

f唐

血
Coli Gruppe 32.2 3228 41.6 25 36.2ifi液 
42.5Entero. 41.6 26性 
寒
37。 。 32。 。B. acido. 嫌 。 。 。 。気 Staphylo.天
j生 。 。 。 。Heu Gruppe 
菌 。 。1.21 1 
37.7 
1. 5 
通性菌検出率 I66 I 75.9 I64 I 4 
其 の イ也 
平均比率 
(%) 
19.7 
。。。。
 
0 
0 
0 
0 
I 21.9 
I 
36.6 
40.6 
I 
0 
0 
0.9 
一一一←ー 伊豆一一一一一ー 一ー一ー  
78.1 
CIJ 

ブ 
Coli Gruppe 56 81.2 58 75.3 60 ， 
ド Entero. 13 18.8 19 24.7 25.
.8.acido. 。 。 。 。 。
糖 Staphylo. 。 。 。 。 。
寒 Heu Gruppe 。 。 。 。 。
天 主 の イ也 。 。 。 。 。 
i喜 分 解 菌 24 100.0 32 97.0 41 
非 分 解 菌 。 。 1 
3・-0 
2 
藤 Aerobak. 。 。 。 。 。
薦 分 解 菌 42 85.7 19 63.3 25 
ヨド fノl' 解 菌 7 14.3 11 36.7 7 
糖 Aerobak. 。 。 。 。 。
偏 F. 1 66 69.5 32 39.5 41 
性 F.ll 3 3.2 20 24.7 10 
プ 嫌 F.IIT 19 20.0 11 13.6 12 
ド ヌ-"=コU F. IV 。 。 。 。 。 
t性 B. Welchii 2 2.1 。 。 1 
菌 主 の 他 。 。 。 。 。
糖
偏性菌検出率 I90 1 ~ I64 I94.7 77.8 血
液 通 
Coli Gruppe 3 3.2 8 9.9 5 
J性 Entero. ， 2 2.1 10 12.3 3 
実 嫌 B. acidoph. 。 。 。 。 。
天 気 Staphylo. 。 。 。 。 。 
'1生 Heu Gruppe 。 。 。 。 。
菌 主 の 他 。 。 。 。 。
適性菌検出率 5.3 I18 I 22.2 
70.6 75.7 
29.4 24.3。 。。 。。 。。 。 
95.3 97.4 
4.7 2.6。 。 
78.1 75.3 
21.9 24.7。 。 
56.9 55.3 
13.9 13，9 
16.7 16.7。 。 
1.4 1.2。 O. 
88.9 87.1 
6.9 6.7 
4.2 6.2。 。。 。。 。。 。 
11，1 12.9 
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培 I E 
菌 種
実数 l比率ω 実数|比率ω 実数(比率ω ω地
フ 
Coli Gruppe 20 55.6 84 65.6 2 2.3 41.2 
ド Entero. 14 38.9 44 34.4 85 97.7 57.0 
B.acido. 2 5.5 。 。 。 。 1.8 
糖 Staphylo. 。 。 。 。 。 。 。
集 Heu Gruppe 。 。 。 。 。 。 。
天 主二 の 他 。 。 。 。 。 。 。
遠 分 解 菌 27 52.9 91 98.9 32 66.7 72.8 
~F /ノj- 解 菌 24 47.1 1 1.1 16 33.3 27.2 
藤 Aerobak. 。 。 。 。 。 。 。
震 分 解 菌 6 14.3 63 100.0 56 87.5 67.3 
非 分 解 菌 36 85.7 。 。 8 12.5 32.7 
糖 Aerobak. 。 。 。 。 。 。 。 
F. 1 88 75.9 45 63.4 19 51.4 63.5 偏
性 F.ll 21 18.1 11 15.5 11 29.7 21.1 
フ
嫌 F.lli 5 4.3 5 7.0 4 10.8 7.4 
ド 気 F. IV 。 ，0 。 。 。 。 。
性 B. Welchii 。 。 。 。 。 。 。
菌 立 の 他 。 。 。 。 。 。 。
糖 
/114 1 1 34 j偏性菌検出率 98.3 85.9 91.9 92.0 
血 。 。 
4 

2 
 2.8
Coli Gruppe 1 
 0.8 

液 1邑 
1i i噌
天気 
./'生 
1
Entero. 。 0.8 
B. acido. 
• 0。 。Staphylo. 。 。Heu Gruppe 。 。菌 主 の 他
8 
 11.3
。 。
。 。
。 。
。 。

。。。。

8.1
3 
 6.8
。 。。 。。 。。 。
守n ui q d  8.1 8.0
ヴ
4

11 

2
通性菌検出率 1
 1 

[K) 

。。。。

4 
 5.8
30.2 
 31.6
13
Coli Gruppe 20 
 58.8

プ 
94.2 
 68.4
69.8
41.2
Entero.ド 65。 。
30。 。
14。 。
B. acido. 。 。。 。。 。糖 Staphylo. 。 。。 。。 。寒 Heu Gruppe 。 。天 。 。。 。主 の 他
100.0 99.1
100.097.4
75
分 解 菌遠 45。 。
29。 。
 0.9
2.6
2
すF 分 解 菌 。。 。。 。。 。Aerobak.藤 
100.0 98.3
100.094.9
75
分 解 菌震 24。 。
36。 。
 1.7
4 
 5.1
~F 分 解 菌 。。 。。 。。 。Aerobak.糖 
1.2 
17.7 
F.LV 
'、
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一一一
。。。
。。。。
EI E暗 平均比率菌 種
2也 実数l比率仰 実数!比率 ω 実数l比率仰 αめ
F.工 11.1 9 32.2 36 10.0偏 
F.IT 3 5.6 21.46 6 20.0 15.7 、生'1 。 。 。 。 。 。F. 1I嫌 。 。。 。 。 。気 。 。。 。、生'1 。 。B. Welchii 
菌 。 。 。 。 。 。共 の 他
偏性菌検出率 16.7 I15 I 53.6 30.0 33.4 
Coli Gruppe 1050.0 35.7 1927 63.3 49.7通 
22.2Entero. 3 2 13.26.7j生 。 10.7。12。 。 。 。B. acido. 嫌 。 O.。 。 。 。気 Staphylo. 。 。。 。 。 。生'1 Heu Gruppe 
菌 。 。 。 。11.1 
通性菌検出率 I45 j 83.3 I13 I 46.4 I21 I 70.0 66.6 
6其. の 他 
プド
糖血液寒天 
CL) 

。。。。
。。
。
。。
Coli Gruppe 22.8 6 10.031 18 16.7 16.5ブ 
77.2 90.0Entero. 83.3 83.5ド 54。 。 90。 。105。 。B. acido. 。 。 。 。。 。糖 Staphylo. 。 。。 。 。 。寒 Heu Gruppe 
天 。 。。 。。 。二位 の イ也
100.0 54 90.0 100.0 96.7分 解、 菌遠 36。 。46。 。 10.06 3.3ヲF fノj- 解 菌 。 。。 。 。 。 。Aerobak.藤 
52 100.0 406 6.6 76.9 61.2分 解 菌薦
~F fノj- 解 菌 93.4 G 23.1 38.8 
a骨。 12。 。 。85。 。Aerobak.糖 
F. 1 9.3 13 18.3 61 44.58 24.0{甫
 
』性
 F.IT 80.2 77.5 " 51.1 69.6 
ブ
55。 。 70。 。69。 。F. 1I 

ド ヌ正~
 
嫌 。 。 。 。。 。F. IV 

J性
 。 。 。 。B. Welchii . 1 1.2 
菌 。 。 。 0.4。 。主: の 他 G 
糖 
血
液
集
天
。
。。。。
。。
偏性菌検出率 I78 I 90.7 I68 I 95.8 1 I 95.6 94.0 。 。 。 。 。
131 
。Coli Gruppe 通 
4.2Entero. 9.3 6 4.48 3f生 。 。 。 。 6.0。 。B. acido. 嫌 
気 。 。 。 。 。 '0Staphylo. 。 。性 。 。Heu Gruppe 
菌 。 o 。 。其 の 他
通性菌検出率 9.3 4.2 4.4 6.0 
3.7 
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(M) 
。。。。
。。。。
直工 E培 平均比率菌 種
実数|比率(%) (%)地 実数|比率 ω(実数[比率‘ω
96.7 93.6Coli Gruppe 5890.629 93.5 フ、 
2 3.3 6.4Entero. 2 9.46.5ド 。 。13。 。。 。B. acido. 。 。。 。。 。糖 Staphylo. 。 。。 。。 。寒 Heu Gruppe 
天 。 。。 。。 。其 の イ也
96.0 98.3100.0 94 98.9遠 分 解 菌 41。 。 4.0 1.71 1.1~F 分 解 菌 。。 。 。。 。Aerobak.藤 
1 2.71 0.9 1.65.6解菌I4E藍
99・1 98.4 97.394.4非分解菌 68 。60。 。。 107。 。Aerobak.糖 
。
0 
。 420.0 3.3 7.8F.工 19{扇 
29.1F. II 1 65.021.4 1.1生'1
ブ 。 。 78。 。18。 。F. TI 嫌 。 。。 。 。 。ド 気 F. IV 
』性 。 。 。 。 。 。B. Welchii 
菌 。 。。 。 。 。共 の 他
糖 
血
す佼
寒
天 
偏性菌検出率 
通 
f生 
嫌 
dEUヌコ 
生'1
菌
CoIi.Gruppe 
Eeter・o. 
B. acido. 
Staphylo. 
Heu Gruppe 
主: の イ也
適性菌検出率 
[N) " 
21.4 21.1 68.3I18. I I82 I 
48 57.2 70.567 
821.4 8.4。 。18。 。 。 。。 。 。 。。 。。 。 。 。
31.738。 。。 。
。 。
。 。

。| 。

I66 I 78.6' I75 I 78.9 I38 I 31.7 
。。。。

36.9 
53.1 
10.0 
63.1 
ブ 
ド 
糖 
寒 
天
Co1iGruppe 
Entero. 
B.acido. 
Staphylo. 
Heu Gruppe 
其 の 他
37 
35。。。。
51.4 
48.6。。。。
54 93.1 
4 6.9。 。。 。。 。。 。
35 
4。。。。
89.7 
10.3.。。。。
78.1 
21.9。。。。
遠 
藤 
fノ]' 解 菌 
非分 解 菌
Aerobak. 
75。。
100.0。。
44 
1。
97.8 
2.2。
46 
4。
92.0 
8.0。
96.6 
3.4。
薦
糖 
分 解 菌 
非 分 解 菌 
Aerobak. 
31 
2。
93.9 
6.1。
8 
50。
13.8 
86'.2。
4 
35。
10.3 
89.7。
39.3 
60.7。
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培
也' 4 p a J V  菌 種
プ 
ド
F. 1 
F. I 
F. JI 
F.IV 
B. Welchii 
宜
偏性嫌気性菌
の 
5 
0 
0 
6 
4.2 
0。 
5.0 
0 
2.5 
5 
0ι 
0 
19 
7.4。 
0 
28.4 
0 
0 
10.9。。 
6。。 
5 9.1。 。。 。 
7.5。 
0 
14.2。
0.8 
{同性菌検出率 14 11.7 24 35.8 I11 I 20.0 I 
液
Coli Gruppe 
Entero. 
実 B. acido. 
Staphylo・ 
Heu Gruppe 
其の他
通性菌検出率
rlt o 
通性嫌気性菌
1J
天 
64 53.3 24 35.8 23 41.8 
20 16.7 3 4.5 4 7.3 
22 18.3 16 23.9 17 30.9。 。 。 。 。 。
。 。 。 。 。 。
。 。 。 。 。 G 
88.3 43 64.2 44 80.0 
。。。
 
43.6 
24.4 
77.5 
。。。。
。。
。
。。
100.0 141Coli Gruppe 97.2 96.8 98.0プ 。 。 4 2.8Entero. 3.2 2.0ド 。 。 。 。。 。B.acido. 。 。 。.。。 。糖 Staphylo. 、
集 。 。 。 。。 。Heu Gruppe 
天 。 。 。 。。 。其ー の 他
100.0 100.0 100.0 100.0分 解 菌遠 35。 。64。 。 67。 。菌解分ヲド 。 。 。 。。 。Aerobak.藤 
3 2 2.22 4.4 3.3 3.3分 解 菌震
95.6 96.7 97.8 96.7ノ;3[': ft 解 菌 。89。 。 88。 。44。 。Aerobak.糖 
ー『田守
1F. 1 22.0 3 3.3 1.2 8.8偏 。 。 。 。20。 。F. I 
、f生 
フ 133.0 5.6F. JI 5 1.2 13.3嫌 。 。30。 。 。 。F.IVド 気 。 。 。 。。 。生'1 B.Welchii 
菌 。 。 。 。1 1.1 0.4其 の 他 
糖 
血
偏性菌検出率 I51 I 56.1 8.9 2.4 22.5 
液 通 
寒
天
Coli Gluppe 15.4 63 70.0 ‘11 13.4 
』性 Entero. 、26 28.5 19 21.1 69 84.2 
嫌 B. acido. 。 。 。 。 。 。
気 Staphyo. 。 。 。 。 。 。
f生 Heu Gruppe 。 。 。 。 。 。
菌 主 の イ也 。 。 。 。 。 。
適性菌検出率 j40 j 43.9 1 82 j 91.1 I80 j 97.6 
。。。。
32.9 
44.6 
77.5 
9.5 
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(PJ 
。。
。
。。
。。。
I 

菌 種

地

培 
実数l比率仰 実数 l 比率仰実数l:~竺でだ~_I々L。 。 5.07.67.4 
デ	 
Coli Gruppe 

Entero. 
 93.491.4100.088.9ド 25。 。 1.61.01B. acido. 1 3.7 。 。。 。。 。糖 Staphylo. 。 。実 。 。。 。Heu Gruppe 。 。。 。。 。天 主 の イ也

遠 解 菌
 100.0100.0100.0100.0 37。 。30。 。43。 。ノ司非 fJ、 解 菌 。 。。 。。 。
J藤 Aerobak. 
21.420.01225.0155 19.2薦、 |分 解 菌 
78.680.075.021・ 80.8;JP 分 解 菌 48。 。45。 。。 。
J糖	 Aerobak. 。
35.888.9 
。。。
II91.7血偏性菌検出率 33j J 
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工 II培 JIT 平均比率菌 種
地 C%)実数[比率ω 実数|比率 ω 実数|比率ω 
F.工 2 8.3 7 12.96 13.0 11.4偏 
1F.ll 4.2 65 10.9j 11.1 8.7'j生 。 。 F. JIT 3 1プ 嫌 1.9 4.8。 12.5。 。 。。 。ド 気 F. IV 
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1 1血
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4 16.7Entero. 28.3 25.9 23.6生'1 14。 。13。 。4.2寒 嫌 B..acido. 1 1.4。。 。 。 。天 気 Staphylo. も。』性 。 10。。 。 。 。Heu Gruppe 
菌 。 。。 。 。 。実 の 他a
通性菌検出率 I16 I 66.7 I35 I 76.1 I39 I 72.2 71.7 
(R) 
。。。。

12 37.543.7 15.8Coli Gruppe 36 52.9ブ 
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第 3節小 括 
(1)水素イオ y濃度は pH6.2--7.2で，平均6.67
であって弱酸性を示す。
(2) 2%葡萄糖寒天培地に於ては， Coli Gruppe， 
Enterokokkenが圧倒的に多数を占め，検出率は
共に 100%を示し，集落比率から見れば Coliが
53.1%， Entero.が 45.1%であって，此の両菌が全
体の 98%強を占める。 
B. Acidophilusは極めて少く 0.2%，検出率 11%
に過ぎない。 
(3)遠藤培地では分解菌が94.3%で大部分を占
め，検出率は 100%を示す。非分解菌は 5.2%で検
出率は 67%である。 
Aerobakterは0.5%，検出率は 6%である。 
(4)康糖培地に於ては非分解菌が分解菌より幾分
多くて 55.6%，検出率 100%を示すが，之に対し分
解菌は 44.2%，検出率 83%で、あった。
Aerobakterは0.2%，検出率 11%を示す。-
(5)葡萄糖血液寒天培地に於ては偏性嫌気性菌 
54.1%，通性嫌気性菌 45.9%で，偏性菌が幾分優勢
である。然し腸結核症を有する E，F，H，N，0，の 
5例に於ては偏性菌が4.4%，19.5%，21.9%，22.5%， 
22.5%と著明な減少が認められる。
偏性菌では F.1が最も多く 30.1%，検出率94%，
次で F.n (Peloton) 19.0%，検出率 78%，F. nr 
第 2節実験成績
糞便所見，水素イオシ濃度測定，顕徴鏡的観察を
既述の通りに行った。〔第 5表参照〕 
培養実験成績も患者群と同様に観察して記載し 
た。〔第 6表参照〕
第 3節小 括 
(1)水素-イオシ濃度は pH6.2--7.2で平均 6.72
であって弱酸性を示す。 
(2) 2%葡萄糖寒天培地に於ては， Coli Gruppe 
52.2%，Enterokokken 45.4%で此の両者を合計す
れば 97.6%に達し大多数を占め，検出率は共に 100
%である。 
Acidophilusは少く 0.6%で検出率は 38%・であ
る。 
(3)遠藤培地では分解菌が89.6%，検出率 100%
であるが，非分解菌は 10.4%で検出率は 75%であ
る。 
Aerobakterは検出さホLなかった。
第 5表 
(A') 27才第工回 27年 9月 11日
合第E回 27年 9月 18日
第E回 27年 9月 30日 
~I 工 E E 
(Bi自dus) は 2.7%，検出率 28% で之に次~'， F. IV 
は僅かに 0.8%で検出率は 6%に過ぎなし、。B. 
Welchiiも0.8%であるが検出率は44%に達した。
通性菌にては Coli20.6%，検出率83%，Entero 
色便状大
形柱指
褐有円据色便状大
形柱指
褐有円挺沢度状さ色碩形太 色便状大褐形柱指黄有円揖
pH 7.0 7.2 
は21.6%，検出率 100%，Acidophilusは 1.9%，検 G.N. B. 冊 冊 
出率 27%である。 
(6)各菌種の比率と体温，血沈等の全身状態との
間には，認められるべき相関々係はない。 
(7)同一被験者の前後3回の培養実験を通じて，
各菌種の比率が毎回略々一定して居るのは A，F， 
H，I，L，Q，の 6例のみで，他の 12例は毎回比率が
G.P.K. 冊 # 
G.P. B. + + 
(Bつ25才 第 I回 27年 9月 11日 
♀第E回 27年 9月 18日
第E閏 27年 9月30日 
問川加 
廿士H
激しく動揺して居る。 ~I I E E 
第 5章健康人に於ける実験
第 1節実験方法
被験者としては，教室員の協力を得てその中より 
8名を選び，対照実験を行った。
色便シシヨナネ状黄軟形ナ色使状大褐形柱指黄有円中色便状大褐形柱指黄有問中沢度状さ色硬形太
場 6.8実験材料即ち糞便の採取及び諸検査の方法は，総 pH 6.8 7.0 
べて患者群と全く同様であるので，弦には再記しな G.N. B. 1+十 j骨 冊
し、。 G.P.K. 十ト 骨 十ト 格 
G. P. B. 土 土
噌』 
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(C'J 25才 第 I回 27年 10月 2日 [D'J29才 第 I回 27年10月 2日 
合 第E回 27年 10月 7日 合 第E回 27年 10月 7日 
第E回 27年 10月13日 第E回 27年 10月13日
1+十
黒有円揖
|司釦恥州
褐形柱指 
ω
¥_____1 
 工 E E~I 
 E EI 
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6.6 pH 6.6 6.2 6.2 
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士 + G. P. B. 廿 廿 廿 
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(B') 
培 I E E 平均比率菌 種
地 実数|比率仰 実数|比率 ω 実数 l比率ω C%) 
プ Coli Gruppe 46 56.8 25 64.1 54 74.0 65.0 
1ご Entero. 30 37.0 13 33.3 18 24.6 31.7 
B. acido. 3 3.7 。 。 。 。 1.2 
糖 Staphylo. 。 。 。 。 。 。 。
寒 Heu Gruppe 2 2.5 1 2.6 1 1.4 2.1 
天 主 の イ也 。 。 。 。 。 。 。
ユ塁 分 解 菌 36 64.3 78 100.0 70 100.0 88.1 
非;分 解 菌 20 35.7 。 。 。 。 11.9 
藤 Aerobak. 。 。 。 。 。 。 。
震 分 解 菌 5 14.3 6 5.0 2 2.4 7.3 
非 分 解 菌 30 85.7 113 95.0 82 97.6 92.7 
糖 Aerobak. 。 。 。 。 。 。 。
{扇 F. 1 34 43.0 
32 49.2 13 22.8 38.4 
性 F.ll 13 16.5 16 24.6 24 42.1 27.7 
フ 嫌 F. nr 。 。 。 。 。 。 。
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。。。。

68.0偏戸性菌検出率 |却 i 62.0 1 50 1 76.9 1 37 1 64.9 血
16 20.3 10Coli Gruppe 15.4 9 15.8 17.1通液
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C%)地 実数(比率 ω 実数|比率 ω実数|比率仰
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I E 直
菌 種 
実数(比率ω|実数|比率ωi実数(比率ω
平均比率
(%) 
(4)康糖培地では非分解菌が分解菌より大分多 れ， Coliが 11.6%，検出率 62%で之に次いで居るの
く， 64.1%で検出率は 100%を示すが分解菌は 35.8 Acidophilusは 0.6%で検出率は 25%に過ぎな
%，検出率 88%である。 し、。 
Aerobakterは 0.1%，検出率は 12%である。 (6)前後3回の培養成績が毎回略々一定して居る 
(5)葡萄糖血液寒天培地にては，偏性嫌気性菌 者は， B'，G'の2例で{也の 6例は毎回比率が激し 
50.5%，通性嫌気性菌 49.5%で殆ど相半ばして居 く動揺して居る。
る。 第 6章総 括
偏性菌では F. 1が25.3%で最も多く，検出率 重症結核患者 18名及び対照として健康成人8名
は 100%であり，次で F. rの 19.9%，検出率 75% の腸内菌叢を， 4種類の培地を使用して好気性並び
が之に次ぎ， F.mが4.2%と少く検出率は 38%で に嫌気性培養法に依って実験を試みて，次の様な成
ある。 F. IVは検出されなかったが， B.Welchiiは 績を得た。〔第7表参照〕 
0.6%で38%に検出された。(1)糞便の水素イオン濃度は患者群の pH6.67 
適性菌にては， Enterokokkenが 36.3%で偏性 に対して対照群・pH6.72で， 患者群では多少酸性
菌，通性菌を通じて最多数であって 100%に検出さ に傾く傾向が認められる。
↑
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第 7表 患者群は対照群に比して約去の比率及び検出率を示
培 患者群 対照群
菌 種
平1(tF宥率〉 F出 (%出〉検率| 平比(%均率〉10)検(率| 4地
Coli Gruppe 53.1 100 52.2 i100葡 
Enterokokken 45.1 100 45.4 100萄 
B. aCidophi1us 0.2 11 0.6 38 
糖 
Staphy lokokken 220.8 0.9 50 
寒 
0.9 62 は約半数である。Heu Gruppe 28 
天 。 。11こ位 の イ也 0.011 
94.3 100 89.6 100分 解 菌遠
5.2 10.4 7567菌解分ヲド 。 。6Aerobakter 0.5藤 
fノ} 解 菌 44.2 83 35.8 88熊 
100 64.155.6 100;:!p 分 解 菌 
0.2 0.1 12Aerobakter 11糖 
30.1 94 25.3 100藤川第工型偏
19.0 78 19.9 75PelotonB.生'1葡 28 4.2 38B' bifidus 2.7封長 
Eコ 。 。60.8藤川第百型U
生j
メヌ 
萄
44 0.6 38B. Welchii 0.8 
〆l糖 33 0.5 120.7菌|其 の イ也 
偏性菌検出率 |則 i血
20.6 11.6 6283通.Coli Gruppe 
Enterokokken 
液
21.6 100 36.3 100性 
実 B. acidophilus 1.9 28 0.6 25 
ヌヒ'G Staphylokokken 0.8 
嫌 
d 11 1.0 12 
天 'J生 。 。Heu Gruppe 0.1 6 く出現しなかった。 
菌 。 。0.9 28主 。〉 イ也 
す。 
Staphylokokken，Heu・Gruppeは両群の聞に
認められるべき差はない。 
(3)遠藤培地
患者群に於ては分解菌94.3%，非分解菌 5.2%，対
照群に於ては分解菌 89:6%，非分解菌 10.4%で，患
者群は対照群に比して分解菌が梢々多<，非分解菌
Aerobakterは患者群に 0.5%，検出率 6%に現
はれたがJ 対照宮?には検出されなかった。 
(4)康糖培地
患者群は分解菌44.2%，非分解菌 55.6%，対照群
は分解菌35.8%，非分解菌 64.1%で，患者群に於て
は両菌種が略々相半ばするが，後者に於ては非分解
菌が大分優勢を示して居る。 
Aerobakterは患者群 0.2%，対照群 0.1%で大差
ない。 
(5)葡萄糖血液寒天培地
偏性嫌気性菌と通性嫌気性菌の比率は，両群とも
に大体相半ばして居る。 
F. 1は患者群に 30.1%，検出率 94%，対照群 25.3
%，検出率.100%で前者が幾分多い。 
F. r (Peloton)は19.0%と19.9%，検出率も 
78%と75%であって，両群の問に全く差はなし、。 
F.m(Bi日dus)は患者群 2.7%，検出率28%，対
照群 4.2%，検出率 38%で，後者が柏々多し、d 
F.IVは患者群に 0.8%出現したが，対照群には全
B. Welchiiは0.8%，0.6%，検出率44%と38%
通性菌検出率 145 . 9 1 /49.51 で，殆ど差はない。 
Coliは 20.6%と，11.6%で，検出率も 83%と62
(2) 2%葡萄糖寒天培地 %で，何れも患者群に多く出現して居る。 
Coli-Gruppeは患者群 53.1%，対照群 52.2%で Enterokokkenは検出率は両群共に 100%であ
殆ど同比率を示し，共に 100%に検出された。 るが，比率は患者群の 21.6%に対して対照群36.3% 
Enterokokkenは患者群 45.1%，対照群 45.4% で，後者の方が多し、。
で之も差異なく，検出率も共に 100%である。 B. acidophilusは検出率は 27%と25%で差は 
B.Acidophilus は両群共に少く，患者群 0.2%. ないが，患者群 1.9%.対;照群 0.6%で前者が多い。
検出率 11%，対照群 0.6%，検出率 38%であって，
第 7章結 論
全身状態が悪化した場合に，腸内菌叢は如何なる変化を来すかと云う命題の下に，悪液質様
状態に陥入って居る重症結核患者 18名に掛川、て実験を試み， 併せて対照として健康正常人 8
名に創刊、て実験した結果，既述の成績から次の様な結論を得7こ。
(1)腸内菌叢の各菌種の比率は，患者群と健康者群との聞に有意の差は認められなし、。
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(2)但し，腸管系に病変のある場合は偏性嫌気性菌が著明に減少するO 
(3)腸内細菌の比率は絶えず動揺して居る。
(4)即ち，腸内細菌叢の変化は食餌と腸管機能に大なる関係があって，全身状態には余り影
響を受けないように推定されるO
本稿を終るに臨んで，終始御懇切なる御指導と御鞭援を賜わり叉御校閲を厚うした恩師谷川教
授に深甚なる謝意を表すると共に，種々御助言御協力を賜わった田波助教授始め教室員各{立に深
く感謝致します。
更に実験材料の採取に際して，格別の御便宜と御協力を賜わった国立千葉療養所岡田所長始め
医員各位及び看護婦諸姉に深甚の謝意を表します。
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